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議
員
定
数
28
人
は
現
状
維
持
！

〜
議
会
活
性
化
委
員
会
の
中
間
報
告
〜

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
本
市
議
会
に
設
置
さ
れ
て
い
る
議
会
活
性
化
調

査
特
別
委
員
会
よ
り
、
現
時
点
ま
で
の
中
間
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
現
状
維
持
と
定
数
削
減
の
意
見
が
拮き
っ
こ
う抗
す
る

中
で
「
現
状
維
持
」
と
す
る
結
論
を
出
し
た
が
、
引
き
続
き
重
要
課
題
と

し
て
い
く
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。　美作大学生との意見交換会を開催し、若い方からいた

だいた貴重な意見を活かし、議会の持つ政策提言機能の
充実を図った。

　議員定数は、議員一人ひとりの意思を確認する必要が
あることに加え、３～４年後に９万人台になるという本
市の人口推計もあり、今後も検討する必要性が高い。

　議論の活性化や市民にわかりやすい議会運営を目指
し、議場に執行部と対面する形の質問席、及び議員賛否
の表示システムを設置する。（平成３１年度に導入予定）

議会報告会の開催

議員定数・報酬は現状維持

質問席の設置と賛否表示システムの導入

中間報告事項

今
回
提
出
さ
れ
た
新
年
度
当
初
予
算
な
ど

に
対
し
て
、
各
議
員
が
反
対
意
見
を
述
べ

ま
し
た
。

　
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
個
人
情
報
漏ろ

う
え
い洩

な

ど
の
不
安
が
あ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
関
連
予

算
、
ア
ル
ネ
津
山
へ
の
税
金
投
入
と
な
る
補
助

金
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
反
対
す

る
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
当
初
予
算
は
、
国

保
料
を
引
き
下
げ
る
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら

反
対
す
る
。（
そ
の
他
４
議
案
に
反
対
）

　
西
エ
リ
ア
幼
稚
園・二
宮
公
民
館
複
合
施
設
、

東
エ
リ
ア
幼
稚
園
の
建
設
及
び
津
山
文
化
セ
ン

タ
ー
耐
震
改
修
に
つ
い
て
、
な
ぜ
市
長
選
挙
が

終
わ
る
ま
で
入
札
を
待
て
な
か
っ
た
の
か
疑
問

に
思
う
。
ま
た
、
入
札
状
況
に
も
納
得
で
き
な

い
点
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
に
関
連
す
る

予
算
・
工
事
請
負
契
約
の
議
案
に
反
対
す
る
。

美
見
み
ち
子 

議
員

松
本
義
隆 

議
員

反
対

反
対
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平成３０年
度

津山文化センター施設整備事業

５億２,０３０万円

インバウンド等
観光誘客環境整備事業

４７７万円

津山文化センターの耐震補強、施設の大規
模改修、設備の更新による機能・利便性の
向上を図ります。
※工事契約額１７億７４８万円（平成２９～３１
　年度にかけて実施）

外国人観光客等の誘客促進・利便性向上
のため、多言語音声ガイドアプリの対応
施設の拡充、公衆無線ＬＡＮの整備を行
います。

空家等対策推進事業

585万円

ＩＪＵトータルサポート事業

３,８０７万円

周辺環境に悪影響を与えている空き家等
の調査や、特定空家等・危険空家の除去
を行う際、所有者に補助を行います。

移住希望者のワンストップ窓口として、
「津山ぐらし移住サポートセンター」を
開設し、移住・定住の情報発信、相談、
各種助成を行います。

子ども医療費公費負担事業

４億６,１０３万円

子どもの医療費自己負担分を中学校卒業まで
完全無料化としています。（平成２９年７月
から制度拡充）

庁舎耐震化事業

５億８,５１０万円

本庁舎の耐震化・長寿命化改修に加え、加茂
支所を解体撤去し、公民館との複合施設とし
て新たな支所を整備します。
※写真は現在の加茂支所

その他の当初予算


